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ロシア主張、揺らぐ根拠 北方領土、旧ソ連の内部文書

北方四島領有の法的根拠について、旧ソ連

のゴルバチョフ政権がひそかに作成していた

文書の存在が明らかになった。「第２次世界

大戦の結果、四島の領有権はロシアに移っ

た」とするロシア政府の公式的な主張を大きく

揺るがす内容だ。歯舞（はぼまい）、色丹（しこ

たん）二島の引き渡しで決着をつけようという

動きがロシア側から度々示されてきた背景も

読み取れる。▼１面参照北方領土の法的地位について検討した旧ソ連の
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■ゴルバチョフ氏「客観的分析を」

文書を見つけたレイン・ミュルレルソン元エ

ストニア第１外務次官（６９）によると、ゴルバ

チョフ大統領（当時）は日本訪問を控え、「戦

争の結果、四島はソ連のものとなった。問題

は存在しない」というソ連外務省のかたくなな

立場に対し、飽きたらずにいた。「ソ連の主張

の強さも弱さも知りたい。特に日本の主張で

強い部分は客観的分析が必要だ」とも語った

という。

こうして１９９０年秋にできた検討グループ

は、「国家と法研究所」副所長だったブラドレ

ン・ベレシェチン氏（８１）が責任者を務めた。

後に国際司法裁判所（ＩＣＪ）の判事になった

国際法の第一人者だ。

また、同研究所所長を長く務め、大統領の

法律顧問にもなったウラジーミル・クドリャフツ

文書＝遠藤啓生撮影

文書作成で指導的役割を果たしたレイン・ミュルレ

ルソン氏＝大野正美撮影
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法律顧問にもなったウラジーミル・クドリャフツ

ェフ科学アカデミー副総裁（故人）が政権とグ

ループ間を調整した。同副総裁は、共産党一

党支配脱却を目指すソ連憲法改正案づくりも

手がけるなど、ペレストロイカ（改革）政策を進

めた大統領の側近の一人だった。

作業には、こうしたソ連の一流の法学者のほか、後に日本担当のロシア外務次官となった

ゲオルギー・クナーゼ氏（６４）ら日本研究の専門家も動員された。

■「まず二島返還」幻の９２年提案

ゴルバチョフ政権の文書は、当時のソ連の一級の法律専門家らが客観的な立場で作成し

た。それだけに、「歯舞、色丹で日本の領有根拠は極めて強く、国後（くなしり）、択捉（えとろ

ふ）ではソ連の領有の法律手続きは完了していない」という結論は、四島領有の法的根拠とし

て掛け値なしの相場観を示す。実際、戦後のソ連、ロシアの北方領土政策は、この相場観の

範囲で揺れ動いてきた。

典型的な例が、９２年３月にコーズィレフ・ロシア外相（当時）が訪日した際に、渡辺美智雄

外相（同）に行った非公式提案だ。同行して提案を事実上用意したのは、日本担当の外務次

文書作成に参加したゲオルギー・クナーゼ元ロシ

ア外務次官＝大野正美撮影
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外相（同）に行った非公式提案だ。同行して提案を事実上用意したのは、日本担当の外務次

官だったクナーゼ氏だった。
小川フミオのモーターカー

【＆M】

同氏によると、提案は（１）５６年の日ソ共同宣言に従って歯舞、色丹を日本に引き渡すた

め、市民の移住、施設の賠償、漁業権、島の非軍事化などの問題を日本と協議する（２）この

協議で合意後、平和条約を結んで歯舞、色丹を日本に引き渡す（３）二島を引き渡した結果、

２国間関係が質的に成長すれば、国後、択捉で交渉を始める、との内容だった。

クナーゼ氏は、この提案の内容に沿った領土問題の打開を、９２年９月に訪ロした渡辺氏に

もじかに働きかけた。だが渡辺氏が、この訪ロ中に当時のエリツィン大統領に「四島の主権が

日本に属することを勇気をもって決断してほしい」と迫ったため、大統領が激怒。同月の大統

領訪日も延期となり、ロシア側の提案も立ち消えになったという。

クナーゼ氏は、「歯舞、色丹の引き渡しがうまく進んで国民の支持を得れば、国後、択捉の

帰属の問題を話す環境ができると期待した」と語っている。国後、択捉の交渉を始めた場合

の結果については、「うまくいけば両島も日本のものとなる。日本がへたをすれば、ロシアのも

ので残る」との当時の見通しを説明した。

■国後・択捉「両者の主張に弱さ」

政権基盤がすでに弱体化していたゴルバチョフ政権は、ＩＣＪ付託などを含むこの文書の検

討結果をほとんど生かせず、１年後に退陣した。だが、その内容は、検討に参加したクナー

ゼ氏がロシア外務次官となり、９２年の提案を準備したことなどで間接的にロシアの政策にも
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朝日転職情報ゼ氏がロシア外務次官となり、９２年の提案を準備したことなどで間接的にロシアの政策にも

反映された。同氏は９３年ごろ、非公式の場で領土問題のＩＣＪ付託を日本側に打診したが、

拒否されたという。

一方、日本も北方領土問題の打開で、ＩＣＪを使おうと試みたことがある。７２年１０月、大平

正芳外相（当時）がソ連を訪問し、グロムイコ外相（同）に提案した。これに先立ち、グロムイ

コ氏は、日ソ共同宣言の歯舞、色丹二島引き渡し条項を軸に領土問題の打開策を提案した

が、日本側に拒否されていた。その後、ソ連が領土問題の存在自体を否定し続けて交渉が行

き詰まり、大平氏がＩＣＪを使って打開を狙ったのだ。結局、このときはソ連側に拒否された。

その後も、ＩＣＪは検討された。昨年８月の李明博・韓国大統領による竹島訪問後、日本政

府は韓国側に竹島の帰属問題についてＩＣＪに共同提訴を提案した。日本外務省筋によると、

その後、外務省内で北方領土をＩＣＪが審査した場合を想定した分析が行われた。結果は、歯

舞、色丹では日本は絶対に負けないが、国後、択捉では日本とロシアの主張のそれぞれに弱

さもあり、読み切れない部分が多かったという。

これは、ゴルバチョフ政権の文書を作成したグループが、四島問題をＩＣＪが審査した場合

の判決について、「色丹、歯舞は日本に属すべきだ。択捉、国後でソ連の立場は強いが、絶

対的な明白さはなかった」とした分析結果とも符合する。

当時、作業に関わったアレクサンドル・チャールイ元ウクライナ第１外務次官（５９）は、ＩＣＪ

判決の分析結果を「９０年当時は、あくまで国際法に基づいて検討したため」と説明する。

朝日転職情報
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判決の分析結果を「９０年当時は、あくまで国際法に基づいて検討したため」と説明する。

その後、日ロ両国は９３年の東京宣言で「法と正義に基づいて」四島の帰属の問題を解決

することで合意した。四島の問題にはソ連が中立条約を破棄して戦争を始めたことなど、「正

義」の側面が密接に絡んでいるため、「もしＩＣＪが『法』に加えて『正義』にも基づいて審議す

れば、より日本に有利な判決が予想される」と同氏は見る。

（機動特派員・大野正美）

■ゴルバチョフ政権作成文書の要旨

【ヤルタ協定】

〈ソ連の立場〉協定によりソ連は、クリル諸島（千島列島）の引き渡しを受ける権利を得た。

〈日本の立場〉日本に協定は拘束力を持たない。

〈論評〉協定は、ソ連にクリル諸島領有の法的根拠を提供しなかった。誰に引き渡すべきか

は明確に示している。
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【ポツダム宣言】

〈ソ連の立場〉連合国は日本の領土の処分権を確保した。

〈日本の立場〉クリル諸島を日本は正当な方法で獲得し、カイロ宣言でいう日本が失うべき

領土に当たらない。

【サンフランシスコ講和条約】

〈ソ連の立場〉ヤルタ協定とポツダム宣言の実行などで生じた情勢を確認した。

〈日本の立場〉色丹、歯舞両島は北海道の一部だ。日露通好条約などでクリル諸島はウル

ップ島とそれより北の列島の諸島に含められた。四島領有の法的根拠は講和条約に害され

なかった。

〈論評〉日本が講和条約でクリル諸島を放棄したことは、ソ連の立場を有利とする最も重要

な論拠だ。択捉、国後がクリル諸島の構成には入らないとする日本側の主張は、説得力に欠

く。歯舞、色丹での日本の主張は説得的だ。

【日ソ共同宣言】

〈ソ連の立場〉ソ連は、歯舞、色丹両島の日本引き渡しに同意したが、ソ連は、新日米安全

保障条約締結を根拠に、領土問題は解決ずみと表明した。

〈日本の立場〉ソ連の一方的行為を合法化する情勢の変化はなかった。歯舞、色丹の引き

渡し義務は有効。

〈論評〉日本の立場は極めて説得的。

【結論】四島に関して日ソ間に紛争が存在する。

択捉、国後両島でソ連の法的論拠はより有力だが、法的手続きは未完了。択捉、国後がサ

ンフランシスコ講和条約で日本が放棄した「クリル諸島」の概念に入らないことを日本側が証

明するのは大変に困難。

色丹、歯舞両島は「クリル諸島」の概念には入らない。日ソ共同宣言でソ連は、歯舞、色丹

を日本に引き渡す義務を負った。

紛争は国際司法裁判所の審査対象になりえる。

領土交渉加速で一致 日ロ首脳、経済協力てこに (4/30)
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「色丹はロシア」進む愛国教育 北方領土、かつては親日 (4/26)

WORLD／「歯舞と色丹、返還義務」 ゴルバチョフ政権内部文書 ロシア政府主張と矛盾
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WORLD／「歯舞と色丹、返還義務」 ゴルバチョフ政権内部文書 ロシア政府主張と矛盾
(4/24)

「北方領土四島の法的根拠について」 入手した文書全文 (4/24)

「歯舞と色丹、返還義務」 ゴルバチョフ政権内部文書 ロシア政府主張と矛盾 (4/24)

「歯舞・色丹は返還義務」 旧ソ連政権の内部文書を入手 (4/24)

北方四島、晴れぬ視界 経緯を振り返る (4/23)

関連記事（国際面掲載）

ロシア主張、揺らぐ根拠 北方領土、旧ソ連の内部文書

（特派員メモ 上海）連なる社会のひずみ

（ニュースの単語帳）ｄｒａｇｎｅｔ

朝日新聞デジタルトップ

北方領土問題 旧ソ連 ペレストロイカ 日露通好条約 カイロ宣言

USBケーブルも見 部屋の雰囲気を照 【話題の新刊】週


